
様式 １　公表されるべき事項

国立大学法人高知大学（法人番号 7490005001707）の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

法人の長

理事

理事（非常勤）

　 高知大学の主要事業は教育・研究事業である。役員報酬水準を検討するにあたっ
て、他の国立大学法人、国家公務員、類似事業を実施している民間法人や独立行政
法人等のほか、国・地方公共団体が運営する教育・研究機関のうち、常勤職員数（当
該法人約1,900人）や教育・研究事業で比較的同等と認められる、以下の法人等を参
考とした。
　(1)　国立大学法人香川大学･･･当該法人は、同じ国立大学法人として教育・研究事
　　 業を実施している（常勤職員数約2,000人）。公表資料によれば、令和２年度の長
　　 の年間報酬額は16,407千円であり、令和３年度の役員報酬規則に記載された本
　　 給額等を勘案すると、16,407千円と推定される。同様の考え方により、理事につい
　　 ては13,003千円、監事については12,003千円と推定される。
　(2)　事務次官年間報酬額･･･23,374千円

　 高知大学では、平成16年より期末特別手当において、その者の職務実績に応じて
100分の10の範囲内で長が定める割合を乗じて得た額を増額し、又は減額した額とす
ることができることとしている。

　 法人の長の報酬は、月額及び期末特別手当から構成されている。
　 月額については、国立大学法人高知大学役員報酬規則に則り、本給（965,000円）
に地域手当、広域異動手当、通勤手当及び単身赴任手当を加算して算出している。
地域手当、広域異動手当、通勤手当及び単身赴任手当については、国立大学法人
高知大学職員給与規則に基づく職員に支給する同手当の例に準じて支給している。
　 期末特別手当については、国立大学法人高知大学役員報酬規則に則り、期末特
別手当基礎額（本給＋地域手当＋広域異動手当＋（本給＋地域手当＋広域異動手
当）×100分の20＋本給×100分の25）に100分の167.5を乗じ、さらに基準日以前6箇
月以内の期間におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。ま
た、この期末特別手当については、その者の職務実績に応じて100分の10の範囲内
で長が定める割合を乗じて得た額を増額し、又は減額した額とすることができることと
している。
　 なお、令和３年度では、期末特別手当の支給月数を0.05月分引き下げ、年間支給
月数を3.4月分から3.35月分に改定した。

　 理事の報酬は、月額及び期末特別手当から構成されている。
　 月額については、国立大学法人高知大学役員報酬規則に則り、本給（761,000円）
に地域手当、広域異動手当、通勤手当及び単身赴任手当を加算して算出している。
地域手当、広域異動手当、通勤手当及び単身赴任手当については、国立大学法人
高知大学職員給与規則に基づく職員に支給する同手当の例に準じて支給している。
　 期末特別手当については、国立大学法人高知大学役員報酬規則に則り、期末特
別手当基礎額（本給＋地域手当＋広域異動手当＋（本給＋地域手当＋広域異動手
当）×100分の20＋本給×100分の25）に100分の167.5を乗じ、さらに基準日以前6箇
月以内の期間におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。ま
た、この期末特別手当については、その者の職務実績に応じて100分の10の範囲内
で長が定める割合を乗じて得た額を増額し、又は減額した額とすることができることと
している。
　 なお、令和３年度では、期末特別手当の支給月数を0.05月分引き下げ、年間支給
月数を3.4月分から3.35月分に改定した。

　 理事（非常勤）の報酬は、国立大学法人高知大学役員報酬規則に則り、非常勤役
員手当（月額 108,600円）を支給している。
　 なお、令和３年度は、理事（非常勤）に係る報酬基準の改定は実施しなかった。

  ②令和３年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
　　実績を含む。）

　③ 役員報酬基準の内容及び令和３年度における改定内容

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方
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監事

監事（非常勤）

２　役員の報酬等の支給状況
令和３年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

16,501 11,580 4,921
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

12,878 9,132 3,696 50 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

13,168 9,132 3,881 154 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

13,168 9,132 3,881 154 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

13,063 9,132 3,881 50 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

1,303 1,303

千円 千円 千円 千円

1,303 1,303

千円 千円 千円 千円

10,704 7,620 3,084

千円 千円 千円 千円

1,303 1,303

注： 総額、各内訳について千円未満切り捨てのため、総額と各内訳の合計額は必ずしも一致しない。

　 監事（非常勤）の報酬は、国立大学法人高知大学役員報酬規則に則り、非常勤役
員手当（月額 108,600円）を支給している。
　 なお、令和3年度は、監事（非常勤）に係る報酬基準の改定は実施しなかった。

　 監事の報酬は、月額及び期末特別手当から構成されている。
　 月額については、国立大学法人高知大学役員報酬規則に則り、本給（635,000円）
に地域手当、広域異動手当、通勤手当及び単身赴任手当を加算して算出している。
地域手当、広域異動手当、通勤手当及び単身赴任手当については、国立大学法人
高知大学職員給与規則に基づく職員に支給する同手当の例に準じて支給している。
　 期末特別手当については、国立大学法人高知大学役員報酬規則に則り、期末特
別手当基礎額（本給＋地域手当＋広域異動手当＋（本給＋地域手当＋広域異動手
当）×100分の20＋本給×100分の25）に100分の167.5を乗じ、さらに基準日以前6箇
月以内の期間におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。ま
た、この期末特別手当については、その者の職務実績に応じて100分の10の範囲内
で長が定める割合を乗じて得た額を増額し、又は減額した額とすることができることと
している。
　 なお、令和3年度では、期末特別手当の支給月数を0.05月分引き下げ、年間支給
月数を3.4月分から3.35月分に改定した。

A監事

法人の長

A理事

B理事

E理事
（非常勤）

F理事
（非常勤）

B監事
（非常勤）

前職

C理事

就任・退任の状況
役名

その他（内容）

D理事
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３　役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】
　法人の長

　理事

　理事（非常勤）

　監事

　監事（非常勤）

【文部科学大臣の検証結果】

　 高知大学の理事は、総務・財務・企画、教育、研究・評価・医療及び地域・国際・広
報・ＩＲに関する業務をそれぞれ担当し、当該業務について学長を補佐して本法人の
業務を掌理している。
　 理事の年間報酬額は、人数規模が同規模である民間企業の役員報酬33,315千円
と比較した場合、それ以下であり、また、他の中国・四国地区国立大学法人の理事の
報酬水準と同水準又はそれ以下となっており、報酬水準は妥当であると考えられる。

　 高知大学の理事（非常勤）は、ワークライフバランス及び法務に関する業務を担当
し、当該業務について学長を補佐して本法人の業務を掌理している。
　 理事（非常勤）の年間報酬額は、他の中国・四国地区国立大学法人の理事（非常
勤）の報酬水準と同水準又はそれ以下となっており、報酬水準は妥当であると考えら
れる。

　 高知大学の監事は、本法人の業務を監査し、本法人と学長又は理事との利益が相
反する事項については、監事が本法人を代表する立場にある。
　 監事の年間報酬額は、人数規模が同規模である民間企業の役員報酬33,315千円
と比較した場合、それ以下であり、また、他の中国・四国地区国立大学法人の監事の
報酬水準と同水準又はそれ以下となっており、報酬水準は妥当であると考えられる。

　 高知大学の監事（非常勤）は、本法人の業務を監査し、本法人と学長又は理事との
利益が相反する事項については、監事が本法人を代表する立場にある。
　 監事（非常勤）の年間報酬額は、他の中国・四国地区国立大学法人の監事（非常
勤）の報酬水準と同水準又はそれ以下となっており、報酬水準は妥当であると考えら
れる。

　職務内容の特性や国家公務員指定職適用官職、他の同規模の国立大学法人、民
間企業等との比較などを考慮すると、役員の報酬水準は妥当であると考える。

　 高知大学は、本学が理念としている「教育基本法の精神に則り、国民的合意の下
に、地域社会及び国際社会に貢献しうる人材育成と学問、研究の充実・発展を推進
する。」に基づき、教育研究の質のさらなる高度化を図り、国内外の多様な分野にお
いて指導的役割を果たす人材を育成することを使命としている。また、四国山地から
南海トラフに至るまでの地球環境を眼下に収め、「地域から世界へ、世界から地域へ」
を標語に、現場主義の精神に立脚し、地域との協働を基盤とした、人と環境が調和の
とれた安全・安心で持続可能な社会の構築を志向する総合大学として教育研究活動
を展開し、教育では、総合的教養教育を基盤とし、「地域協働」による教育の深化を通
して課題解決能力のある専門職業人を養成、研究では、黒潮圏にある豊かな地域特
性を生かした多様な学術研究を展開し、もって世界と地域を往還する教育・研究の成
果を発信し、地域社会・国際社会の発展に寄与することを学長のリーダーシップの下
で推進している。
　 そうした中で、高知大学の学長は、職員数約1,900人（常勤のみ）の法人の代表とし
て、その業務を総理するとともに、校務を司り、所属職員を統督して、経営責任者と教
学責任者の職務を同時に担っている。学長の年間報酬額は、人数規模が同規模で
ある民間企業の役員報酬33,315千円と比較した場合、それ以下であり、また、事務次
官の年間給与額23,374千円と比べてもそれ以下となっている。
　 高知大学では、学長の報酬月額を法人化移行前の国家公務員指定職俸給表の俸
給月額を踏まえて決定しているが、学長の職務内容の特性は上記のとおり法人化移
行前と同等以上であると言える。また、学長の報酬月額は、他の中国・四国地区国立
大学法人の長の報酬水準と同水準又はそれ以下となっている。
　 こうした職務内容の特性や他の中国・四国地区国立大学法人との比較を踏まえる
と、報酬水準は妥当であると考えられる。
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４　役員の退職手当の支給状況（令和３年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

５　退職手当の水準の妥当性について
【法人の判断理由等】

区分

【文部科学大臣の検証結果】

６　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

　 該当者なし

　 該当者なし

　 該当者なし

理事
（非常勤）

監事

法人での在職期間

監事
（非常勤）

判断理由

　 該当者なし

   該当者なし

　 高知大学では、平成16年より期末特別手当において、その者の職務実績に応じて
100分の10の範囲内で長が定める割合を乗じて得た額を増額し、又は減額した額とす
ることができることとしており、今後も継続して実施する。

該当なし

法人の長

理事

法人の長

理事

監事
（非常勤）

理事
（非常勤）

監事
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Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　③　 給与制度の内容及び令和３年度における主な改定内容

　 高知大学職員の給与水準を検討するにあたっては、他の国立大学法人等、国家公務員の
ほか、令和3年職種別民間給与実態調査によるデータのうち、企業規模別（企業規模500人
以上）・職種別平均支給額を参考にして、社会一般の情勢に適合した給与水準とすることにし
ている。
　(1)  国立大学法人香川大学･･･当該法人は、同じ国立大学法人として教育・研究事業を実
　　 施しており、法人規模についても同等（常勤職員数約2,000人）となっている。
　(2)  国家公務員･･･令和3年度において、国家公務員のうち行政職俸給表（一）の平均給
　　 与月額は407,153円となっており、全職員の平均給与月額は414,729円となっている。
　(3)  職種別民間給与実態調査において、当該法人と同等の規模や職種（新卒事務員）の大
　　 学卒の4月の平均支給額は208,733円となっている。
　 さらに、予算配分上の人件費は、令和3年度雇用計画に基づき算定した所要見込額から執
行段階で発生する欠員補充の遅れ等による差額見込額を考慮したものとしている。なお、本
学は、国家公務員に準じた人件費改革を平成18年度以降実施しており、令和3年度雇用計
画においてもそれを考慮したものとなっている。

　 高知大学では、昇給、昇格及び賞与（期末手当及び勤勉手当）のうち勤勉手当に人事評
価制度に基づく評価結果を反映させている。また、月給制に比べて評価結果をより給与に反
映させる仕組みとして導入した年俸制を適用する大学教員については、本給の改定及び業
績給に人事評価制度に基づく評価結果を反映させている。

　②　職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給
　　の仕組み及び導入実績を含む。）

　①　職員給与の支給水準の設定等についての考え方

　 国 大学法人高知大学職員給与規則に則り、本給、諸手当（本給 調整額、管理職手
当、教職調整額、初任給調整手当、扶養手当、地域手当、広域異動手当、住居手当、通勤
手当、単身赴任手当、特殊勤務手当、義務教育等教員特別手当、超過勤務手当、休日給、
夜勤手当、宿日直手当、管理職員特別勤務手当及び職務付加手当）及び賞与（期末手当及
び勤勉手当）としている。
　 賞与のうち期末手当については、期末手当基礎額（本給＋本給の調整額＋教職調整額＋
扶養手当＋地域手当（管理職手当は算定の基礎としない）＋広域異動手当（管理職手当は
算定の基礎としない）＋役職段階別加算額＋管理職加算額）に100分の127.5（一般職本給表
（一）7級以上の者は100分の107.5）を乗じ、さら基準日以前6箇月以内の期間におけるその者
の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。勤勉手当については、勤勉手当基礎額
（本給＋本給の調整額＋教職調整額＋地域手当（管理職手当及び扶養手当は算定の基礎
としない）＋広域異動手当（管理職手当及び扶養手当は算定の基礎としない）＋役職段階別
加算額＋管理職加算額）に基準日以前6箇月以内の期間におけるその者の勤務期間に応じ
た割合を乗じ、さらに勤勉手当支給額決定基準に定める割合を乗じて得た額としている。
　 なお、令和3年度における給与制度の主な改正点は次のとおりである。
　　① 賞与（期末手当及び勤勉手当）の改正
　　　　　 期末手当の支給月数を0.05月分引き下げ、賞与の年間支給月数を4.5月分から4.45
　　　　月分に改定した。
　　②管理職手当の改正
　　　　 　ＩоＰ共創センター新設に伴い、支給対象となる役職名・支給区分（IоＰ共創セン
　　　　ター長・８種）を追加した。
　　　　また、医学部附属病院において医療技術部設置に伴い、支給対象となる役職に医療
　　　　技術部長を追加した。
　　　　　手当額は、医療職本給表（二）　6級：62，300円　5級：58，900円　4級：51，900円とし
　　　　た。
　　③医員の処遇改善
　　　　　診療特別手当の基礎額について、医員（レジデント）140,000円、医員（指導医）
        160，000円、医員（病院助教）170，000円から一律300，000円に改定した。
　　　　　医員（レジデント）に支給する指導医補助等手当について、フルタイム職員又はパー
ト
         タイム職員のうち1週あたりの所定勤務時間が35時間以上となる者に対して、1，250円
         から1，650円、パートタイム職員のうち1週あたりの所定勤務時間が35時間未満となる
　　　　者に対して1時間につき213円を支給することとした。
　　　　　医員（指導医）に支給する指導医等手当について、フルタイム職員又はパートタイム
　　　　職員のうち1週あたりの所定勤務時間が35時間以上となる者に対して、1,650円から
　　　　2,050円パートタイム職員のうち1週あたりの所定勤務時間が35時間未満となる者
　　　　に対して1時間につき265円を支給することとした。
　　　　　医員（病院助教）に支給する臨床等手当について、パートタイム職員のうち1週あたり
　　　　の所定勤務時間が35時間未満となる者に対して、1時間につき645円を支給することと
し
　　　　た。
　　④ 新型コロナワクチン接種業務従事手当の新設
　　　　　職員が当該接種に係る業務に従事した場合に、医師又は歯科医師：１日につき
　　　　10,000円、薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士、看護師、
　　　　助産師、准看護師又は救急救命士：1日につき5,000円、その他の者：1日につき
　　　　3,000円を支給することとした。
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２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

1328 44.0 6,248 4,546 60 1,702
人 歳 千円 千円 千円 千円

257 44.8 5,527 4,035 67 1,492
人 歳 千円 千円 千円 千円

431 51.3 8,346 6,006 57 2,340
人 歳 千円 千円 千円 千円

448 37.8 4,957 3,644 60 1,313
人 歳 千円 千円 千円 千円

19 43.9 4,535 3,345 61 1,190
人 歳 千円 千円 千円 千円

18 48.3 7,532 5,516 55 2,016
人 歳 千円 千円 千円 千円

44 41.8 6,385 4,707 51 1,678
人 歳 千円 千円 千円 千円

107 38.7 4,993 3,667 55 1,326
人 歳 3 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

4 48.5 5,555 4,052 64 1,503

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

69 44.6 8,229 6,145 61 2,084
人 歳 千円 千円 千円 千円

69 44.6 8,229 6,145 61 2,084

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

54 50.6 5,771 5,771 64 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

12 62.3 3,734 3,734 49 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

42 47.2 6,353 6,353 68 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

36 62.9 2,119 2,119 76 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

21 62.6 2,119 2,119 79 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

15 63.2 2,119 2,119 71 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

教育職種
（附属高校教員）

その他医療職員
（看護師）

うち賞与
総額

うち所定内平均年齢人員

技能・労務職種

事務・技術

教育職種
（大学教員）

医療職種
（病院看護師）

区分
令和３年度の年間給与額（平均）

常勤職員

教育職種
（附属義務教育学校教員）

医療職種
（病院医療技術職員）

その他医療職種
（医療技術職員）

注１： 常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。
注２： 「教育職種（附属高校教員）」は特別支援学校教員を示す。
注３： 「教育職種（附属義務教育学校教員）」には附属幼稚園教員を含む。
注４： 「医療職種（病院医師）」については、該当者がないため記載を省略。
注５： 「その他医療職種（医療技術職員）」については、該当者が1人のため当該個人に関する情報が特定されるお
それのあることから、区分以外は記載せず、常勤職員全体の数値からも除外している。

区分 人員 平均年齢
令和３年度の年間給与額（平均）

総額
うち所定内 うち賞与

常勤職員（年俸制）

教育職種
（大学教員）

注： 常勤職員については、在外職員及び再任用職員を除く。

区分 人員 平均年齢
令和３年度の年間給与額（平均）

総額

総額
うち所定内 うち賞与

うち所定内 うち賞与

任期付職員

事務・技術

教育職種
（大学教員）

医療職種
（病院看護師）

再任用職員

事務・技術

医療職種
（病院看護師）

技能・労務職種

医療職種
（病院医療技術職員）

注１： 「医療職種（病院医師）」については、該当者がないため記載を省略。
注２： 「医療職種（病院看護師）」については、該当者が1人のため当該個人に関する情報が特定されるおそれのあ
ることから、区分以外は記載せず、任期付職員全体の数値からも除外している。

区分 人員 平均年齢
令和３年度の年間給与額（平均）

教育職種
（附属義務教育学校教員）

注１： 「教育職種（大学教員）」、「医療職種（病院医師）」及び「教育職種（附属高校教員）」については、該当者がな
いため記載を省略。
注２：「技能・労務職種」、「教育職種（附属義務教育学校教員）」及び「医療職種（病院医療技術職員）」について
は、該当者が2人以下のため当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、区分以外は記載せず、再
任用職員全体の数値からも除外している。
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うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

179 42.8 4,330 3,499 61 831
人 歳 千円 千円 千円 千円

59 47.9 4,060 3,199 70 861
人 歳 千円 千円 千円 千円

3 45.5 5,525 4,328 85 1,197
人 歳 千円 千円 千円 千円

43 33.4 3,150 2,867 46 283
人 歳 千円 千円 千円 千円

36 52.7 5,683 4,453 68 1,230
人 歳 千円 千円 千円 千円

8 42.3 4,255 3,351 54 904
人 歳 千円 千円 千円 千円

30 34.1 4,827 3,807 54 1,020

区分 人員 平均年齢
令和３年度の年間給与額（平均）

総額
うち所定内 うち賞与

医療職種
（病院医療技術職員）

≪在外職員について≫
　 在外職員の各区分については、該当者がないため記載を省略

非常勤職員

事務・技術

教育職種
（大学教員）

医療職種
（病院医師）

医療職種
（病院看護師）

技能・労務職種
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②

            注1：年齢28～31歳の該当者は４人であるため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、
            年間給与額の第1・第3分位については表示していない。

　　　 注１： ①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、④まで同じ。

年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員（病院看護師）)
〔在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。以下、④まで同じ。〕
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③

（事務・技術職員）

平均
人 歳 千円

4 59.0 8,676

17 54.7 7,674

51 52.4 6,496

85 46.7 5,547

43 43.8 4,914

57 31.9 3,927

（教育職員（大学教員））

平均
人 歳 千円

188 56.3 9,535

103 48.6 7,845

66 48.4 7,373

74 44.9 6,560

（医療職員（病院看護師））

平均
人 歳 千円

1

4 53.8 6,596

23 51.7 6,345

51 47.0 5,820

369 35.4 4,651

　・課長

職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員（病院看護師））

千円

代表的職位

　・部長

9,363～5,701

　・課長補佐 7,510～5,245

　・係長 6,898～4,078

分布状況を示すグルー
プ

人員 平均年齢
年間給与額

（最高～最低）

　・主任 6,160～3,593

　・係員 6,220～3,034

注1： 部長の該当者は４人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、年間
給与額の最高額及び最低額は表示していない。

分布状況を示すグルー
プ

人員 平均年齢
年間給与額

（最高～最低）
千円

代表的職位

　・教授 11,829～7,806

　・准教授 9,123～5,920

　・講師 8,483～5,664

　・助教 7,503～5,160

分布状況を示すグルー
プ

人員 平均年齢
年間給与額

（最高～最低）
千円

　・看護部長

　・副看護部長

　・看護師長 6,722～5,876

　・副看護師長 6,510～5,063

　・看護師 6,409～3,290

注１： 看護部長の該当者は１人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、
平均年齢及び年間給与額は表示していない。

注２： 副看護部長の該当者は４人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることか
ら、年間給与額の最高額及び最低額は表示していない。
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④

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

56.4 57.0 56.7

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 43.6 43.0 43.3

％ ％ ％

         最高～最低 50.7～40.2 50.7～40.4 50.7～40.4

％ ％ ％

57.5 57.6 57.6

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 42.5 42.4 42.4

％ ％ ％

         最高～最低 47.4～37.1 44.8～37.4 46.1～37.4

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

57.1 57.5 57.3

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 42.9 42.5 42.7

％ ％ ％

         最高～最低 47.4～40.4 47.4～40.3 44.8～40.5

％ ％ ％

57.5 57.6 57.6

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 42.5 42.4 42.4

％ ％ ％

         最高～最低 47.4～33.4 47.4～39.3 47.4～37.7

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

％ ％ ％

         最高～最低

％ ％ ％

59.5 57.4 58.5

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 40.5 42.6 41.5

％ ％ ％

         最高～最低 47.4～33.2 47.4～38.9 47.4～35.9

賞与（令和３年度）における査定部分の比率（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員
（病院看護師））

（事務・技術職員）

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）

（教育職員（大学教員））

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）

（医療職員（病院看護師））

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）

注： 「医療職員（病院看護師）」における管理職員は１人のため、当該個
人に関する情報が特定されるおそれのあることから記載していない。
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３　給与水準の妥当性の検証等

○事務・技術職員

○医療職員（病院看護師）

講ずる措置
　人件費を含め国からの財政支出依存の軽減を図るため、自己収入の確
保はもとより、外部資金の獲得に向けた取り組みを行いつつ、適正な人件
費の管理に努める。

項目 内容

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

　給与水準の妥当性の
　検証

（法人の検証結果）
【国からの財政支出について】
支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合32.7％

国からの財政支出額　12,213百万円、支出予算の総額　37,293百万円（令
和3年度予算）
累積欠損額　0円（令和3年度決算）

【検証結果】
高知大学の財政構造は、人件費を含めその多くを国からの財政支出に依
存しており、支出予算の総額のおおよそ5割が人件費に充てられている。
給与水準については、対国家公務員指数に示されているとおり低い数値と
なっており、適切であると考えられる。

（参考）対他法人　　　　　　　　　91.1

・年齢・地域勘案・　　　　　　　  98.6
・年齢・学歴勘案・　　　　　　　  91.6

項目 内容

対国家公務員
指数の状況

・年齢勘案・地域・勘案　　　　　79.4
・年齢・地域勘案・　　　　　　　  87.8
・年齢・学歴勘案・　　　　　　　  79.6
・年齢・地域・学歴勘案　　　　　87.7

・年齢・地域・学歴勘案　　　　　97.3
（参考）対他法人　　　　　　　　　94.1

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

　給与水準の妥当性の
　検証

（法人の検証結果）
【国からの財政支出について】
支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合32.7％

国からの財政支出額　12,213百万円、支出予算の総額　37,293百万円（令
和3年度予算）
累積欠損額　0円（令和3年度決算）

【検証結果】
高知大学の財政構造は、人件費を含めその多くを国からの財政支出に依
存しており、支出予算の総額のおおよそ5割が人件費に充てられている。
給与水準については、対国家公務員指数に示されているとおり低い数値と
なっており、適切であると考えられる。

対国家公務員
指数の状況

・年齢勘案・地域・勘案　　　　　93.5

（文部科学大臣の検証結果）
　法人の職員の給与水準は、職務の特性や国家公務員、民間企業の従業
員の給与等を勘案し、設定の考え方を明らかにすることが求められており、
国家公務員と比べて給与水準が高い法人は、その合理性及び妥当性に
ついて、説明責任を果たすべきこととされている。（独立行政法人改革等に
関する基本的な方針（平成25年12月24日閣議決定））
　当該法人は、国家公務員の給与及び民間企業の従業員の給与等を総
合的に勘案したうえで、職員の給与水準を設定しており、法人における給
与水準の妥当性の検証結果から、適切な対応が執られていると考える。引
き続き、適切な給与水準の設定に努めていただきたい。

（文部科学大臣の検証結果）
　法人の職員の給与水準は、職務の特性や国家公務員、民間企業の従業
員の給与等を勘案し、設定の考え方を明らかにすることが求められており、
国家公務員と比べて給与水準が高い法人は、その合理性及び妥当性に
ついて、説明責任を果たすべきこととされている。（独立行政法人改革等に
関する基本的な方針（平成25年12月24日閣議決定））
　当該法人は、国家公務員の給与及び民間企業の従業員の給与等を総
合的に勘案したうえで、職員の給与水準を設定しており、法人における給
与水準の妥当性の検証結果から、適切な対応が執られていると考える。引
き続き、適切な給与水準の設定に努めていただきたい。

講ずる措置
　人件費を含め国からの財政支出依存の軽減を図るため、自己収入の確
保はもとより、外部資金の獲得に向けた取り組みを行いつつ、適正な人件
費の管理に努める。

○教育職員（大学教員）と国家公務員との給与水準の比較指標　　86.8
注：上記比較指標は、法人化前の国の教育職（一）と行政職（一）の年収比率を基礎に、令和3年度の教
育職員（大学教員）と国の行政職（一）の年収比率を比較して算出した指数である。
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４　モデル給与

５　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

Ⅲ　総人件費について

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

千円 千円 千円 千円 千円 千円

(A)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｂ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｃ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(D)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

総人件費について参考となる事項

Ⅳ　その他

非常勤役職員等給与
4,594,481

18,234,517 18,652,622

福利厚生費
2,228,431 2,273,299 2,265,710

注１：中期目標期間の開始年度分から当年度分までを記載する。
注２：「非常勤役職員等給与」においては、受託研究費その他競争的資金等により雇用される職員に係る費用及び人材派遣契約
に係る費用等を含んでいるため、財務諸表附属明細書の「(18)役員及び教職員の給与明細」における非常勤の合計額と一致し
ない。
注３：「退職手当支給額」欄は、国の常勤職員に相当する、法人の常勤職員に係る退職手当支給額を計上する。

1,221,850

5,276,561

875,534

2,273,922

最広義人件費
17,777,945

5,224,686

2,136,329 2,183,924

4,907,807 4,905,914 5,020,202

18,249,267 18,353,86818,139,687

10,022,789 10,014,788 10,089,819 10,155,327 9,868,587

退職手当支給額
1,024,346 1,033,168 1,025,103 905,040

区　　分

給与、報酬等支給総額

　 特になし

【事務・技術職員】
　（扶養親族がいない場合）
　　○ 22歳（大卒初任給）
　　　　　月額　182,200円　　　年間給与　2,986,000円
　　○ 35歳（主任）
　　　　　月額　273,600円　　　年間給与　4,544,000円
　　○ 50歳（係長）
　　　　　月額　365,900円　　　年間給与　6,158,000円
　　※ 扶養親族がいる場合には、扶養手当（配偶者（月額 6,500円）・
　　　　子1人につき（月額 10,000円）を支給。

【教育職員（大学教員）】
　　○ 27歳（助教（博士修了初任給））
　　　　　月額　243,200円　　　年間給与　4,039,000円
　　○ 35歳（講師）
　　　　　月額　331,900円　　　年間給与　5,586,000円
　　○ 50歳（准教授）
　　　　　月額　442,000円　　　年間給与　7,438,000円
　　※ 扶養親族がいる場合には、扶養手当（配偶者（月額 6,500円）・
　　　　子1人につき（月額 10,000円）を支給。

　 高知大学では、昇給、昇格及び賞与（期末手当及び勤勉手当）のうち勤勉手当に人事評価
制度に基づく評価結果を反映させている。また、月給制に比べて評価結果をより給与に反映さ
せる仕組みとして導入した年俸制を適用する大学教員については、本給の改定及び業績給に
人事評価制度に基づく評価結果を反映させており、今後も継続して実施する。

①給与、報酬等支給総額及び最広義人件費の増減の要因
　給与、報酬等支給総額は、賞与の支給月数を引き下げたが手当の新設等の影響により、対
前年度比0.11％の増加となった。
　 最広義人件費は、前年度に比べ給与、報酬等支給総額が0.11％増加、退職手当支給額が
39.55％増加、非常勤役職員等給与が0.99％増加、福利厚生費が0.36％増加し、全体として
は対前年度比2.29％の増加となった。

②退職手当支給額の要因の分析について
　 「独立行政法人及び特殊法人等における役職員の給与及び退職手当について」（平成29年
11月17日事務連絡）に基づく役職員の退職手当の支給水準の引下げ措置を平成30年2月1日
（学内での審議の都合上、同日からの適用とした。）から講ずることとした。

9,880,289
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